
第１回 施設型給付関係分科会（議事録要約版） 

日時：平成２６年４月１４日（月）１９時～２１時 

場所：佐世保市中央保健福祉センター６階 

 

質問・意見等 事務局回答・今後の方針など 

新制度について  

国の基準がベースになると思うが、国と地方は違う。時間は少ない

と思うが地方の実情を踏まえて検討を進めてもらいたい。 

 

市としても地域の実情にあった

制度にしてほしいとの要望を出

しているところである。 

私立幼稚園の大部分が施設型給付を受ける施設に移行すると思わ

れるが、学校法人と社会福祉法人の二つの法人格を持って運営して

いる事業者は、幼保連携施設になると法人格を一つに選択する必要

があり躊躇していると聞いたことがある。 

 

保護者は新しい制度になることに不安を抱いているが、制度内容が

まだ決まっておらず、また内容が難しいため説明が難しい。 

応能負担額など国の詳細発表が

５月になる。特に負担額などは

分かり次第整理したい。 

 

保育料・保護者負担について  

新しい制度では保育料が上がる可能性がある。保護者の負担をなる

べく軽減させてほしい。 

 

国の基準が出てからまた意見を

聞きたい。財源との関係も見な

がら意見を伺いたい。 

佐世保市は量の拡充の必要性はあまりないので、質の改善の方に財

源を回してほしいと思う。そのうち重点的に保護者の負担軽減を第

一優先にしてほしい。特に保育所利用の保護者の負担軽減にまわし

て欲しい。 

 

病児保育について、年収の格差もあることから、もう少し保育料を

下げて欲しい。 

２年ほど前、市長からの手紙で

事業者側に子育てしやすい環境

づくりに協力してほしいとの手

紙を出したが、難しい現実も認

識している。保育料については、

今のところ国からの指示はなく

検討はしていないが、市の財政

状況に関わることなので支援の

選択が必要。何が一番必要とさ

れているのか意見を聞きたい。 

 

障がい児のことも重要。しかし保育園も人手が足りていない状況。

障がい者がいる家庭の優遇措置などあれば助かる。 

 



質問・意見等 事務局回答・今後の方針など 

保育者の処遇改善について  

保育士の処遇改善を進めて欲しい。 

 

国でも保育士の処遇改善につい

ては当初は保育士の給料 5％増

だったが、消費税の財源不足か

ら 3％という話も出てきている。

子育て支援が今回の消費税の導

入によってどのくらいになるの

か分からない部分が多いが、財

源により制度が左右されるとこ

ろが心配なところ。 

生きがいを持てる職場にしていくことが必要。 

 

認可外も保育士の確保が難しい。認可外はほとんどが時給。資格を

持った人が働く時給としては厳しく、今回の制度改正の中で職員の

努力が報われるようになってもらいたい。 

 

認可外のアンケートによると認可外の園長の９０％が無報酬とい

う。保育の狭間を埋めるために頑張ってきた認可外なので、報われ

るような制度にしていきたい。 

 

保育士を希望する人はいるが、労働時間など処遇面で折り合いがつ

かない場合が多い。その解決も必要。 

 

労働基準法を遵守した職場環境づくりが必要。我々（経営者側）が

良い方向に代えていく必要がある。保護者の協力も必要。この制度

は保護者支援から子ども支援に転換したと思う。我々も率先して考

えて、子どもを育てる環境をつくることが大切。 

 

教育・保育の質の改善について  

今の保育園は延長保育もあり、全ての働き方をカバーしている。佐

世保市ではほとんどの園で延長保育も休日保育もやっており、非常

によくやっている。 

 

国の基準が出てからまた意見を

聞きたい。財源との関係も見な

がら意見を伺いたい。 

質の改善が必要。人が足らなくなるので、全体の財源のうちの量の

分を“質の改善”にまわしてほしい。 

 

各種手続き・事務負担について  

新しい制度では教育や保育を必要とする人は市役所に出向き、保育

の必要性や時間などの認定を受ける必要があり手間がかかるのが

問題。 

 

制度としては保育の時間などを

市が認定するようになると思う

が、対応が個人なのか幼稚園や

保育園なのか決まっていない。 

幼稚園が応能負担になることで事務的には煩雑になる。今後は事務

量が多くなると危惧している。 

 

認可外でも認可された場合は同様の手続きになるが、認可外がどう

なるか不明。 

 



質問・意見等 事務局回答・今後の方針など 

保護者について  

保育園から幼稚園に代えた理由は、子どもが小さい時から多くの時

間を一緒に過ごしたいという気持ちがあった。長時間保育から短時

間の幼稚園に代えるのは本当に大変だったが、自分が変わることが

一番大切。 

 

 

保護者は預かってもらって“ありがとう”という気持ちでお願いす

ることが大切。親の考え方が変わるような講習会なども必要と思

う。母親の心が安定することが質の良い子育てができる。保護者の

心の充実も大切だと思う。 

 

 

総合的な意見  

保育者の待遇改善と保護者が利用しやすい制度するということ。た

だし、それが子どもの利益になるかどうか分からない。保護者の利

益が子どもの利益に直結するかというとそうでもないということ。

また、保育の質とは何なのかということを今回の制度改革の中で考

えていくということだろう。 

 

 

 


